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●
有
機
農
業
が
ブ
ー
ム

今
、
有
機
農
業
が
ち
ょ
っ
と
し

た
ブ
ー
ム
で
す
。
そ
の
き
っ
か
け

は
、
農
水
省
が
２
０
２
１
年
に
発

表
し
た
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
」
（
み
ど
り
戦
略
）
で
し

ょ
う
。
２
０
５
０
年
ま
で
に
農
薬

の
使
用
量
を
半
分
に
減
ら
し
、
化

学
肥
料
も
３０
％
減
ら
す
。
そ
し
て

有
機
農
業
の
取
り
組
み
面
積
を
１

０
０
万
ha
、
全
耕
地
面
積
の
２５
％

ま
で
拡
大
す
る
と
い
う
目
標
を
立

て
ま
し
た
。
有
機
農
業
の
現
状
の

面
積
は
ま
だ
全
体
の
１
％
に
も
届

き
ま
せ
ん
が
、
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

給
食
」
や
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ

ッ
ジ
」
（
有
機
農
業
に
地
域
丸
ご

と
取
り
組
む
市
町
村
）
は
全
国
に

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る

異
常
気
象
は
毎
年
当
た
り
前
の
よ

う
に
な
り
、
世
界
的
な
情
勢
不
安

で
化
学
肥
料
の
価
格
は
高
止
ま

り
。
昔
は
身
近
だ
っ
た
赤
ト
ン
ボ

や
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
は
減
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
農
薬
に
抵
抗
性
を
持
つ

害
虫
や
病
気
は
増
え
て
い
ま
す
。

有
機
農
業
ブ
ー
ム
は
過
去
に
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
の
農
業
生
産
の

見
直
し
は
待
っ
た
な
し
。
今
度
ば

か
り
は
ブ
ー
ム
だ
け
で
終
わ
ら
せ

る
わ
け
に
い
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
企
画
し
た
の
が
本
書
で

す
。
天
敵
昆
虫
を
利
用
し
て
害
虫

か
ら
作
物
を
守
る
、
米
ヌ
カ
や
市

販
の
納
豆
で
微
生
物
を
殖
や
し
て

病
気
を
防
ぐ
な
ど
、
農
家
や
研
究

者
が
試
行
錯
誤
し
て
編
み
出
し
た

農
薬
や
化
学
肥
料
を
減
ら
す
技
術

の
数
々
。
本
書
は
そ
の
集
大
成
で

す
。

●
農
家
と
共
に
作
っ
た
事
典

執
筆
陣
は
、
い
ず
れ
も
第
一
線

の
研
究
者
や
指
導
者
、
農
家
ら
約

３
０
０
人
。
巻
末
に
設
け
た
「
索

引
」
に
掲
載
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド

は
約
２
０
０
０
。
歴
史
や
制
度
、

農
家
の
技
術
や
最
新
研
究
ま
で
、

有
機
農
業
に
つ
い
て
知
り
た
い
こ

と
が
あ
れ
ば
、
お
よ
そ
調
べ
ら
れ

る
。
そ
う
い
え
る
事
典
に
な
っ
た

と
自
負
し
て
い
ま
す
。
み
ど
り
戦

略
時
代
、
新
規
就
農
者
も
ベ
テ
ラ

ン
農
家
も
、
そ
し
て
消
費
者
も
必

読
の
書
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
本
書
最
大
の
特
徴
は
、

農
家
が
１
５
０
人
も
登
場
す
る
こ

と
。
国
の
研
究
機
関
が
、
有
機
農

業
の
研
究
に
本
腰
を
入
れ
た
の
は

つ
い
２０
年
ほ
ど
前
で
、
農
家
の
ほ

う
が
圧
倒
的
に
先
を
行
く
の
が
有

機
農
業
の
技
術
な
の
で
す
。

農
家
と
と
も
に
８５
年
歩
ん
で
き

た
農
文
協
。
私
た
ち
に
し
か
作
れ

な
か
っ
た
事
典
だ
と
思
い
ま
す
。

（
農
文
協
編
集
部
）

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
占
領
下

の
日
本
で
は
、
物
資
不
足
の
中
、

長
年
の
思
想
的
抑
圧
か
ら
の
解
放

を
寿
ぐ
か
の
よ
う
に
、
出
版
ブ
ー

ム
が
湧
き
起
っ
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
実
は
、
こ
れ
に
呼

応
す
る
か
の
よ
う
に
、
出
版
・
読

書
関
連
の
雑
誌
も
多
数
刊
行
さ
れ

て
い
た
。
今
回
、
復
刻
刊
行
さ
れ

る
の
は
、
そ
の
一
部
で
あ
る
。

復
刻
版
に
目
を
通
し
た
者
は
、

一
瞥
し
て
そ
の
内
容
の
多
彩
さ
に

目
を
奪
わ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。『
読

書
雑
誌
』
に
は
、
藤
村
作
、
白
石

大
二
、
中
島
健
藏
、
吉
田
精
一
ら

研
究
者
か
ら
、
武
者
小
路
実
篤
、

徳
永
直
、
中
島
健
、
宮
本
百
合
子
、

草
野
心
平
ら
作
家
、
青
野
季
吉
、

平
野
謙
ら
評
論
家
ま
で
、
多
様
な

執
筆
者
が
、
古
今
東
西
・
国
内
外

の
文
芸
書
や
哲
学
書
、
学
術
書
の

紹
介
・
書
評
や
随
筆
を
寄
せ
て
お

り
、
こ
の
時
代
の
知
識
人
層
が
ど

の
よ
う
な
書
物
に
注
目
し
て
い
た

の
か
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
『
読
書
展
望
』
も
や
は
り
、

作
家
、
学
者
、
評
論
家
に
よ
る
書

評
や
随
筆
が
多
い
が
、
海
外
の
出

版
界
を
紹
介
す
る
記
事
（
「
米
国

出
版
界
の
日
本
熱
」、「
ア
メ
リ
カ

記
録
文
学
の
問
題
作
を
め
ぐ
る
所

感
」、「
最
近
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
雑

誌
」
な
ど
）
や
、
各
種
の
啓
蒙
的

な
記
事
（
「
日
本
社
会
主
義
史
入

門
」、「
西
鶴
入
門
」、「
カ
ー
ラ
イ

ル
入
門
」
な
ど
）
が
少
な
く
な
い

の
が
目
を
引
く
。
日
本
の
比
較
文

学
研
究
の
先
駆
者
で
あ
る
島
田
謹

二
、
膨
大
な
資
料
を
も
と
に
明
治

期
文
学
と
翻
訳
文
学
の
研
究
を
行

っ
た
柳
田
泉
、
ア
メ
リ
カ
通
で
知

ら
れ
た
評
論
家
・
坂
西
志
保
が
た

び
た
び
寄
稿
し
て
い
る
の
も
注
目

さ
れ
る
。

読
書
規
範
に
関
す
る
文
章
を
多

く
取
り
上
げ
た
雑
誌
も
あ
る
。
創

刊
号
に
「
良
書
と
は
何
か
」
を
掲

載
し
た『
書
灯
』は
、
そ
の
後
も
、

「
良
書
推
薦
」、「
書
斎
の
窓
か
ら

�
�
諸
家
の
読
書
観
」、「
青
年
に

薦
め
る
書
�
�
諸
家
の
回
答
」
、

「
良
書
を
生
む
組
織
」
な
ど
、
ひ

た
す
ら
に
「
良
書
」
や
「
あ
る
べ

き
読
書
」
に
つ
い
て
論
じ
た
文
章

を
載
せ
て
い
く
が
、
時
折
、
ス
タ

イ
ン
ベ
ッ
ク
に
よ
る
「
戦
後
ソ
ヴ

ェ
ー
ト
紀
行
」
の
よ
う
な
も
の
も

掲
載
し
て
い
る
の
が
面
白
い
。『
教

育
図
書
ニ
ュ
ー
ス
』
で
は
、
一
般

の
書
評
や
随
筆
も
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、
「
我
国
教
科
書
の
現
状
を

衝
く
」、「
教
育
図
書
に
何
を
選
ぶ

か
」、「
中
学
高
校
生
の
学
習
参
考

書
に
何
を
読
む
べ
き
か
」、「
学
校

図
書
館
と
図
書
の
利
用
」、「
教
職

認
定
講
習
の
参
考
書
」
と
い
っ
た

特
集
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
う
か
が
わ

れ
る
よ
う
に
、
主
に
学
校
教
育
の

現
場
で
何
を
生
徒
に
読
ま
せ
る
べ

き
か
が
毎
号
議
論
さ
れ
て
い
る
。

創
刊
号
に
は
前
日
比
谷
図
書
館

長
、
日
教
組
教
育
文
化
部
長
、
文

部
省
調
査
普
及
局
刊
行
課
長
の
そ

れ
ぞ
れ
が
「
良
書
」
に
関
す
る
文

章
を
寄
せ
て
お
り
、
１
９
５
０
年

６
月
に
朝
鮮
戦
争
開
始
に
よ
る

「
逆
コ
ー
ス
」
前
の
状
況
を
象
徴

的
に
示
し
て
い
る
。

出
版
・
編
集
・
流
通
の
言
わ
ば

業
界
の
内
側
か
ら
業
界
を
論
じ
た

雑
誌
も
あ
る
。
『
雑
誌
研
究
』
は

そ
の
一
つ
で
、
編
集
者
に
よ
る
雑

誌
や
編
集
に
つ
い
て
の
論
説
や
座

談
会
、
雑
誌
ジ
ャ
ン
ル
別
の
月
評

が
掲
載
さ
れ
、
言
わ
ば
、
編
集
の

内
側
か
ら
見
た
雑
誌
に
ま
つ
わ
る

メ
タ
な
議
論
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
宮
武
外
骨
や
菊
池
寛
が
雑
誌

刊
行
者
と
し
て
寄
稿
し
て
い
る
の

も
興
味
深
い
。
版
画
家
の
恩
地
孝

四
郎
の
随
筆
も
見
え
る
。
一
般
の

書
評
や
「
自
著
自
賛
」
な
ど
の
記

事
の
他
に
、
書
店
側
・
出
版
社
側

か
ら
の
メ
タ
な
議
論
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
が
、『
出
版
天
国
』だ
。

小
川
菊
松
、
栗
田
確
也
、
牧
野
武

夫
と
い
っ
た
出
版
社
経
営
で
知
ら

れ
る
人
々
が
、
歴
代
の
編
集
者
・

創
業
者
（
瀧
田
樗
蔭
、
麻
田
駒
之

助
、
岩
波
茂
雄
、
石
川
武
美
）
や

出
版
社
経
営
に
関
す
る
随
筆
・
論

考
を
寄
せ
て
い
る
一
方
で
、
「
中

京
地
方
の
出
版
文
化
に
就
て
」
の

よ
う
な
東
京
以
外
の
出
版
事
情
に

関
す
る
記
事
も
あ
る
。
他
方
、『
組

合
報
』
『
組
合
月
報
』
は
、
組
合

だ
よ
り
、
組
合
員
の
声
、
活
動
報

告
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
組
合
機
関

誌
で
あ
る
と
と
も
に
、
書
店
経
営

の
具
体
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て

の
記
事
も
掲
載
、
さ
ら
に
、
組
合

員
に
よ
る
文
芸
活
動
（
組
合
句
会

〔
の
ち
の
水
仙
句
会
〕）
の
一
端
も

う
か
が
わ
れ
る
雑
誌
だ
。

い
ず
れ
も
、
出
版
史
に
関
心
が

あ
る
者
、
占
領
下
の
文
化
活
動
に

興
味
の
あ
る
者
、
当
時
の
出
版
・

読
書
に
か
け
ら
れ
た
期
待
の
大
き

さ
を
実
感
し
た
い
者
に
は
、
必
見

の
資
料
で
あ
ろ
う
。

（
東
京
大
学
）

（
※
順
不
同
）

難
し
い
と
思
わ
れ
て
い
た

シ
ダ
の
識
別
も
、ポ
イ
ン
ト
を
正
し
く

つ
か
め
ば
身
近
に
な
る谷

城
勝
弘
・
村
田
威
夫
・
木
村
研
一
著

�

シ
ダ
識
別
入
門
図
鑑

本
体
三
五
〇
〇
円

全
国
農
村
教
育
協
会

シ
ダ
は
、
一
般
に
は
ど
の
よ
う

に
認
識
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

ワ
ラ
ビ
や
ゼ
ン
マ
イ
の
よ
う
な

山
菜
狩
り
の
対
象
に
な
る
野
草
。

つ
く
し
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る

ス
ギ
ナ
。
サ
ン
シ
ョ
ウ
モ
や
オ
オ

ア
カ
ウ
キ
ク
サ
な
ど
の
水
生
植

物
。
こ
の
あ
た
り
が
、
比
較
的
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

本
書
は
シ
ダ
識
別
入
門
図
鑑
と

い
う
書
名
が
あ
ら
わ
し
て
い
る
よ

う
に
、
シ
ダ
の
識
別
を
目
的
と
し

た
図
鑑
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
図
鑑

と
い
う
も
の
は
、
植
物
や
昆
虫
の

名
前
を
知
る
目
的
で
使
わ
れ
る
も

の
だ
が
、
そ
れ
に
わ
ざ
わ
ざ
識
別

を
つ
け
る
の
に
は
わ
け
が
あ
る
。

冒
頭
に
あ
げ
た
い
く
つ
か
の
シ
ダ

の
う
ち
、
ス
ギ
ナ
や
サ
ン
シ
ョ
ウ

モ
は
識
別
と
い
う
観
点
か
ら
す
る

と
わ
か
り
や
す
い
形
を
し
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
形
態
の
も
の
は

シ
ダ
と
し
て
は
む
し
ろ
例
外
と
い

っ
て
よ
く
、
大
多
数
の
シ
ダ
は
羽

状
複
葉
と
呼
ば
れ
る
、
い
わ
ゆ
る

シ
ダ
ら
し
い
形
を
し
、
ど
れ
も
同

じ
よ
う
に
見
え
る
。
花
や
種
子
を

も
つ
種
子
植
物
の
よ
う
に
目
立
っ

た
特
徴
が
な
く
、
日
陰
に
生
育
す

る
地
味
な
存
在
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

も
手
伝
っ
て
識
別
・
同
定
は
難
し

す
ぎ
て
ア
マ
チ
ュ
ア
に
は
無
理
だ

と
さ
え
思
わ
れ
て
き
た
ほ
ど
だ
。

そ
ん
な
誤
解
と
も
い
え
る
認
識
を

く
つ
が
え
す
べ
く
あ
え
て
書
名
に

「
識
別
」
を
冠
し
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
シ
ダ
の
識
別
は
何
に
よ

っ
て
な
さ
れ
る
か
。
一
見
し
て
目

に
つ
く
の
は
葉
で
、
切
れ
込
み
の

な
い
単
葉
も
あ
る
が
、
多
く
は
葉

身
が
切
れ
込
ん
で
独
立
し
、
羽
状

複
葉
に
な
る
。
羽
状
複
葉
は
一
回

羽
状
複
葉
か
ら
二
回
羽
状
複
葉
、

さ
ら
に
三
回
、
四
回
と
枝
分
か
れ

す
る
よ
う
に
複
雑
に
切
れ
込
ん
で

シ
ダ
独
特
の
葉
の
形
を
つ
く
る
。

こ
れ
は
属
や
種
ご
と
に
お
よ
そ
決

ま
っ
て
い
る
か
ら
、
葉
ひ
と
つ
一

つ
の
形
と
合
わ
せ
て
複
葉
の
パ
タ

ー
ン
を
観
察
す
る
。
ま
た
シ
ダ
は

胞
子
に
よ
っ
て
繁
殖
す
る
。
胞
子

は
胞
子
嚢
と
い
う
袋
に
包
ま
れ
、

胞
子
嚢
が
集
ま
っ
て
胞
子
嚢
群
を

形
成
し
、
胞
子
嚢
群
は
包
膜
と
い

う
膜
で
お
お
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は

シ
ダ
に
特
有
の
形
質
で
識
別
の
最

も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
さ

ら
に
葉
柄
や
葉
軸
に
つ
く
鱗
片
と

よ
ば
れ
る
部
分
も
シ
ダ
の
識
別
に

は
欠
か
せ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
シ
ダ
に
は
シ
ダ
に

特
有
の
識
別
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
の

で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
種
子
植
物
の

延
長
線
上
で
見
よ
う
と
す
る
と
無

理
が
あ
る
。
そ
う
切
り
替
え
て
あ

ら
た
め
て
シ
ダ
を
見
れ
ば
、
識
別

に
必
要
な
形
質
の
種
類
は
、
種
子

植
物
よ
り
も
む
し
ろ
少
な
い
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
シ
ダ
の
識
別
は
た

や
す
い
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
い

が
、
本
書
を
手
に
注
意
深
く
観
察

す
る
こ
と
で
、
シ
ダ
が
身
近
な
も

の
に
な
る
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

（
元
全
農
教
・
元
村
廣
司
）

アフリカを原点基軸に、

従来の「哲学」をその前提

から書き換える��本書の

この試みは、日本語を媒体

になされた最初の企てとし

て、すでに高い評価を得、

本稿筆者もその達成に瞠目

している。そのうえで、た

またま別の経路から並行す

る潮流に棹さしてきた当事

者として、現時点での観察

を幾つか補って参考に供し

たい。

およそ希蝋に淵源する伝

統に服さない学術は、哲学

とは呼び難い��この教条

はヘーゲル、ハイデガーか

らアーサー・ダントや、ア

ルジェリア出身のジャック

・デリダにまで受け継がれ

る。アフリカ出身の研究者

はこの正統性に抗うが、彼

らもその多くが欧米の大学

で哲学博士号を取得してい

る。

そのうえで非・否西欧世

界にも「思想」を超えた

「哲学」を認知するとなる

と、両者の比較が必須とな

る。比較には共通の基準枠

が不可欠だが、西欧を基軸

とすればその「外部」は補

完のための補遺扱いとな

る。逆に独自の伝統に固執

すれば「哲学」の埒外に放

逐される。

ここで哲学の「普遍性」

が問題となる。河野は「普

遍的哲学の終焉」を訴える

が、現実には普遍を目指す

覇権争いが進行している。

英米圏の分析哲学は欧州の

大陸哲学の否定だろう。中

国思想に「哲学」を認知す

る論者には、欧米でもルド

ルフ・ワグナーやフランソ

ワ・ジュリアンらが知られ

るが、彼らは西欧哲学の常

識を揺るがせるために、中

国古典を元来の文脈を無視

して縦横に援用する。河野

は取り敢えずイスラームを

別扱いとするが、仏語圏で

哲学の刷新に挺身するイス

ラームやユダヤ教関係者、

「哲学者」は、管見でも枚

挙に暇ない。

アフリカ出身者でも、社

会活動家を含め、イスラー

ム復興運動やグローバル・

サウスの論陣に与するか、

アフリカ至上主義者か否か

を問わず、西欧の学的権威

への異議申し立ては喧し

い。

日本では美学者が率先し

て『アジアの美学』を英語

で発信もした。だがethno-

estheticsは国籍や地域毎の

純粋主義へと回帰する危険

を出発点から内包する。民

族藝術学の立場も、その提

唱時点から、そもそも藝術

や美術といった、西欧近代

起源の範疇の普遍性との軋

轢や�藤と無縁ではない。

ここで比較の軸の中立的

妥当性をいかに確保するか

が、改めて問われる。一方

で河野は川田順造が西アフ

リカで提唱した三角測量を

援用し、他方では方法とし

ての翻訳に改めて注目す

る。

三角測量は二点の相互決

定ではなく、アフリカと欧

米との南北軸にアジアから

の東西軸を加え、単純な優

劣判断を相対化する企てを

前提とする。本稿筆者もウ

ンベルト・エーコや阿・印

・中の仲間たちと３０余年、

文化相互人類学による知の

枠組みの再編を試みてき

た。

だがWest公認の学術的

方法をRestの文化圏の知と

交叉させる試みは、共有す

べき作業言語の選択の如何

を巡る知の覇権争いを回避

できない。ここで翻訳にお

ける等価性や透過性に疑義

が生じる。通約性の低い基

本概念の多言語突き合わせ

��これを河野はヨルバ語

やアカン語の「真理」概念

を通じて試みている。だが

それも、釈義の重畳が招く

晦冥さや情報劣化、記述言

語選択の恣意性という桎梏

から自由にはなり得ない。

チョムスキーかサピア�
ウォーフかの論争を蒸し返

すまでもなく、情報伝達の

信頼性を基軸とする翻訳理

論は、知識knowledgeと認

知acknowledgeとの位相差

に目を瞑る。ここには英米

流の製造物責任と欧州型使

用者責任との対立も絡まる

が、さらには知の所有権、

口述・口承の流動性と書記

による真理確定とを跨ぐ言

説正統性の認証に関する政

治学も要請される。

泰西の哲学には儒学に比

べ道義観念が僅少だ、とは、

幕末に留学先の阿蘭陀で津

田真道が西周に反駁した難

点だった。

＊『アフリカ哲学全史』ち

くま新書、２０２４年７月１０日

「
作
品
名
」と「
地
域
名
」か
ら

映
画
・
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
を
調
べ
る

こ
と
が
で
き
る
事
典

日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
編

�

全
国

映
画
・
ド
ラ
マ

ロ
ケ
地
事
典
２

本
体
一
二
〇
〇
〇
円

日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ

本
書
は
、
２
０
１
１
年
に
刊
行

し
好
評
を
得
た
『
全
国

映
画
／

ド
ラ
マ

ロ
ケ
地
事
典
』
の
追
補

版
で
す
。
今
版
で
は
、
前
版
刊
行

後
に
公
開
さ
れ
た
映
画
・
ド
ラ
マ

５
４
４
作
品
の
作
品
情
報
と
、
ロ

ケ
地
情
報
７
４
８
６
件
を
収
録
し

ま
し
た
。
前
版
と
同
じ
く
「
作
品

名
」
と
「
地
域
名
」
、
二
つ
の
視

点
か
ら
ロ
ケ
地
を
調
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
ず
、
第
１
部「
作
品
別
一
覧
」

で
は
、
映
画
・
ド
ラ
マ
を
五
十
音

順
で
掲
載
し
、
公
開
年
や
ス
タ
ッ

フ
、
出
演
者
の
情
報
も
併
記
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
簡
易
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
も
活
用
で
き
ま

す
。
ま
た
、
撮
影
場
所
に
つ
い
て

も
可
能
な
限
り
詳
細
な
情
報
を
掲

載
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
２
０

２
３
年
公
開
の
『
ゴ
ジ
ラ
�1.0

』

で
は
、
主
人
公
・
敷
島
が
入
院
し

た
病
院
の
シ
ー
ン
が
茨
城
県
笠
間

市
の「
筑
波
海
軍
航
空
隊
記
念
館
」

で
、
敷
島
た
ち
が
ゴ
ジ
ラ
に
遭
遇

し
た
海
上
の
シ
ー
ン
が
静
岡
県
の

「
遠
州
灘
」
で
撮
影
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
お
気
に
入

り
の
作
品
の
ロ
ケ
地
を
調
べ
る
の

は
も
ち
ろ
ん
、
本
を
め
く
る
う
ち

に
「
こ
の
作
品
は
こ
ん
な
場
所
で

撮
影
さ
れ
て
い
た
の
か
」
と
新
た

な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。次

に
、
第
２
部「
地
域
別
一
覧
」

で
は
、
ロ
ケ
地
を
地
域
・
都
道
府

県
ご
と
に
整
理
し
、
ど
の
自
治
体

の
ど
の
場
所
が
ど
の
作
品
で
使
わ

れ
た
の
か
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
と
え
ば
、
「
広
島
県
」

の
頁
を
見
る
と
、
広
島
市
中
区
の

「
相
生
橋
」
が
『
こ
の
世
界
の
片

隅
に
』
、
呉
市
の
「
御
手
洗
町
並

み
保
存
地
区
」
が
『
ド
ラ
イ
ブ
・

マ
イ
・
カ
ー
』
、
尾
道
市
の
「
鞆

の
浦
」
が
『
ウ
ル
ヴ
ァ
リ
ン
Ｓ
Ａ

Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｉ
』
な
ど
の
話
題
作
の

ロ
ケ
地
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
旅
行
先
や
地
元
の
地

域
を
調
べ
た
り
す
る
と
、
意
外
な

作
品
と
ゆ
か
り
が
あ
る
こ
と
に
気

づ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。さ
ら
に
、

巻
末
に
は「
公
開
年
別
作
品
一
覧
」

を
付
し
、
検
索
の
便
を
図
り
ま
し

た
。「

聖
地
巡
礼
」
と
い
う
言
葉
が

一
般
に
普
及
し
、
映
画
や
ド
ラ
マ

の
ロ
ケ
地
を
訪
れ
る
人
が
増
え
て

い
ま
す
。
本
書
は
、
映
画
・
ド
ラ

マ
が
好
き
な
人
、
俳
優
が
好
き
な

人
、
旅
行
が
好
き
な
人
な
ど
幅
広

い
方
に
お
す
す
め
で
き
る
一
冊
で

す
。
映
画
・
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
を

調
べ
る
際
の
便
利
な
ツ
ー
ル
と
し

て
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ

編
集
部
）

▼
江
戸
東
京

庶
民
信
仰
事
典

▼
川
副
秀
樹

本
書
を
一
目
見
た

だ
け
で
、
そ
わ
そ
わ
し
て
し
ま
っ

た
。
困
っ
た
、
本
書
を
片
手
に
毎

週
末
、
歩
き
回
ら
な
い
と
い
け
な

い
。
目
次
か
ら
列
挙
す
れ
ば
「
第

一
章

庶
民
信
仰
に
お
け
る
民
俗

神
と
精
霊
」
「
第
二
章

主
尊
格

神
仏
に
求
め
る
庶
民
利
益
」
「
第

三
章

原
初
的
精
霊
�
�
石
神
と

性
神
」
「
第
四
章

石
・
水
・
橋

・
文
字
の
霊
力
」
「
第
五
章

現

代
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
」
「
第
六
章

神
に
昇
格
し
た
人
の
魂
魄
と
執

念
」
「
第
七
章

地
獄
界
、
冥
界

へ
の
信
仰
」
「
第
八
章

稲
荷
に

求
め
る
庶
民
利
益
」
「
第
九
章

地
蔵
に
求
め
る
庶
民
利
益
」
の
全

九
章
で
約
五
〇
〇
の
「
東
京
の
庶

民
信
仰
ス
ポ
ッ
ト
」
を
取
り
上
げ

る
。
項
目
は
例
え
ば
「
念
仏
車
」

「
本
郷
薬
師
」
「
ト
ル
ハ
ル
バ
ン
」

「
縁
切
り
榎
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

一
頁
か
二
頁
で
完
結
し
て
い
る
。

本
書
片
手
に
右
往
左
往
し
よ
う
と

思
っ
て
い
た
ら
、
巻
末
に
「
巡
拝

ガ
イ
ド
」
が
住
所
別
と
御
利
益
別

で
付
さ
れ
て
い
る
親
切
な
つ
く
り

で
な
お
一
層
困
っ
た
。
毎
週
末
の

散
歩
の
お
供
は
本
書
で
決
ま
り
！

（
２
・
２５
刊
、
Ａ
５
判
四
九
二
頁

・
本
体
四
五
〇
〇
円
・
国
書
刊
行

会
）

連
載
２５６

相
互
認
識
の
多
文
化
間
交
渉‥

三
点
測
量
に
よ
る
他
者
翻
訳
の
可
能
性
と
桎
梏
と

河
野
哲
也
著『
ア
フ
リ
カ
哲
学
全
史
』（
ち
く
ま
新
書
）に
触
発
さ
れ
た
若
干
の
初
期
的
観
察

思

考

の

隅

景

稲
賀
繁
美

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
／

総
合
研
究
大
学
院
大
学
・
名
誉
教
授
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